
市長公約などに掲げる重要施策を
着実に推進するため、
令和元年８月に大規模な組織の見直しを実施。
令和３年度は、現在の組織を維持しつつ、
更なる施策の推進を目指し、
組織の一部を見直します。

▲記者会見で見解を語る杉野寿子委員長

▲答申書は二場市長（右）が直接受け取りました

　（福岡県立大学人間社会学部教授）
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子ども家庭支援室

教育と福祉の連携を強化・子どもや家庭への支援を充実

　業務体制の強化を図り、施策を効率的・効果的に推進するため「たがわ魅力向上課」の業務を「産
業振興課」に統合。一方で「産業振興課」から「農業振興係」を分離し、農業政策に特化した部署として、
新たに「農政課」を設置します。
　「産業振興課」は、現存する「企業雇用商工係」に加え「たがわ魅力向上推進室」を設置。企業
誘致や商工業振興、新産業創出などの施策および市の魅力向上を一体的に推進する部署として再
編し、地域の活性化を図ります。「農政課」は、従来の取り組みを推進する「農業振興係」に加え、
新たに農業振興ビジョンの策定や特色ある農業を推進する「農業企画室」を設置します。

　子どもの相談支援体制の強化を図るため「子ども支援連携推進室」と「子育て支援課子育て支
援係」が所管する子どもや家庭に関する相談支援業務を統合。子ども家庭総合支援拠点として「子
育て支援課」内に「子ども家庭支援室」を新設します。「子育て支援係」は、児童手当などの業務
を担う部署として「子育て給付係」に係名を変更します。

　「社会福祉士」を新たに配置。専門的な視点で支援者（保健師・
家庭児童相談員・スクールソーシャルワーカーなど）の役割分担を
調整するほか「福祉と教育の連携」の要となることで、虐待の早期
発見・対応などに取り組みます。
　また、子ども支援連携推進室が担ってきた関係機関・部署との「情
報共有」、就学前現場（保育所など）と学校（小・中・高）との「つなぎ」
の役割を継続し、子どもや家庭に対する「切れ目のない支援」に取
り組みます。

悩みはすぐに相談を
　「虐待されているかもしれない」「この
家庭が心配」と思ったら連絡してくださ
い。匿名でも受け付けています。秘密は
守られます。

●市子育て支援課 
　☎85-7179（８時30分～17時）
●子ども相談ホットライン
　☎44-0678（８時30分～17時）
●田川児童相談所
　☎42-0499（８時30分～17時15分）
●児童相談所全国共通ダイヤル
　　　　　　　　　　　　

※緊急時や命の危険性が高いときは
　１１０番通報をしてください。
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迎
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２
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岡
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取
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。
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 ◆問い合わせ　［組織見直し全般］ 総務課人事係 （☎85-7104）、  ［児童虐待防止 ・ 子育て支援関係］ 子育て支援課 （☎85-7179） 広報たがわ
R3. 4. 1号

広報たがわ
R3. 4. 1号
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